
様式２ 　

令和２年度　自己評価表　（鳥取県立米子工業高等学校） 【校訓】　自律・創造・協働 中間評価

評価項目 評価の具体項目 現状 評価基準 経過・達成状況 評価 改善方策

（２）インターンシッ
プ及び県内外の企
業研修の充実

・地元企業見学、イ
ンターンシップ、県
外企業研修旅行な
ど様々な体験を通
して、適切な職業観
の育成を図ってい
る。

・生徒「インターンシップは勉強になっ
たし、充実していた」「県外企業研修
旅行は勉強になったし、充実してい
た」等アンケート集約結果が全体の８
0%以上ならばＡ。

・保護者「地元企業見学、県外企業
研修旅行、インターンシップ、課題研
究等が充実している」等アンケート集
約結果が全体の８0%以上ならばＡ。

・コロナウイルス感染症の影響で、様々な
行事において受入を断られた。

・地元企業の見学を初めてオンラインで実
施予定。

・県外企業見学は１月に延期し、受入企
業を探している段階。

・インターンシップは１１月に延期して一部
の科で実施予定。

・オンラインによる応募前職場見学を初め
て実施した。

B
・企業研究をオンラインやホーム
ページ等を活用して実施する。

B

・ＳＰＩⅢの導入を検討。

・Find!アクティブラーナーを活用し
てオンラインによる授業力向上の
研修を実施。

・ＩＣＴの活用方法をさらに学び、今
後想定される遠隔授業や課題への
対応方法を検討する。

・地元企業見学では、実際の現場を見学することによ
り、生徒の専門科目に対する興味関心と日々の学習意
欲が高まる。

・２学年全員が行うインターンシップでは、企業現場での
実習を通して、専門的な知識や技術・技能に触れ、生徒
の進路に対する意識が高まる。

・県外企業研修旅行では、県外の大手企業を見学する
ことにより、生徒の職業観が育ち、所属学科や専門科
目に対する興味が高まる。

・インターンシップでは実際の現場で作業をさせること
により、仕事の大切さ・意義・困難さを体験させる。ま
た産業界での知識や技術・技能を学ばせることによっ
て、日々の学習への意欲や積極性を喚起する。

・地元企業を見学させることにより、産業全般に対する
認識を深めさせ、将来の進路選択に一層明確な目標
を立てさせる。

・県外企業研修旅行を実施することにより、企業に対
する専門的な知識や技術・技能を見聞させ、所属学科
や専門科目に対する興味関心を喚起する。

（３）基礎学力の向
上と授業改革

・ＳＰＩ小テスト、基
礎力診断適性検査
等を活用し、基礎学
力の定着を図って
いる。
・ＩＣＴの活用など生
徒の学習意欲を喚
起する授業を工夫
している。

・ＳＰＩ小テスト・基礎力診断適性検査等を活用し、生徒
の基礎学力と、就職試験等に対応できる力をつける。

・生徒が授業に興味関心を持ち主体的に授業に参加す
る。

・生徒「ＳＰＩ小テストに一生懸命取り
組んだ」等集約結果が８０％以上なら
ばA。

・生徒「自分は、授業（座学）が理解
できた」等アンケート集約結果が全体
の８0%以上ならばＡ。

・ＳＰＩ小テストの低得点者などに対して補習授業を行
い、基礎学力の定着を図る。

・他校の視察や校内の授業公開などで研鑽を積み、
生徒の意欲を引き出す授業を展開する。

・ＳＰＩ小テストを実施。本年度はテスト結
果をより詳しく生徒へフィードバックした。

・Find!アクティブラーナーを導入し、職員
が様々な学校の授業を見学したり、授業
方法について学ぶ環境を整備。

・Teamsによる遠隔授業やタブレットを活
用した授業など、ＩＣＴを活用した新しい授
業の在り方にチャレンジした。

B
・１次内定できなかった生徒への丁
寧な指導による進路決定の実現。

２　キャリア教
育の充実と学
力向上による
進路実現

（１）生徒全員の
希望進路の実現

・生徒が主体的に
進路を選択できる
よう計画的・組織的
な進路指導を行っ
ている。

・米子工業高等学校キャリア教育全体計画によって、３
年間を見通した進路指導計画を作成し、きめ細かい指
導を行う。

・生徒に的確な情報を提供し、すべての生徒の進路を
保障する。

・生徒「自分は進路指導を受けて、就
職先・進学先を決める際に役立った」
保護者「本校の進路指導等は就職
先・進学先を決める際に役立った」等
アンケート集約結果が全体の８0%以
上ならばＡ。

・進路状況や進路に必要な知識・技能に係わる情報
を、ＬＨＲや進路講演会などを通じて適宜提供する。

・徹底した面接指導、個別指導を実施し、効果的組織
的な進路指導を行う。

・コロナウイルス感染症の影響で予定して
いた進路に関する行事が中止となった。

・放課後にキャリア塾を開催し、進路決定
に必要なスキルを高めた。

・就職試験前の面接指導を専門教科の職
員から全職員に拡大して指導した。

・１年次からふるさと鳥取県キャリアパス
ポートを活用し、進路について考えること
が出来た。

A
・コロナウイルス感染症対策を行い
ながら取り組む。

（３）部活動と生徒
会活動の活性化

各部は活発に活躍
し、生徒会は各種
行事でリーダーシッ
プを発揮している。

・部活動の奨励と強化を図り、加入率・稼働率が向上す
る。

・部活動や生徒会活動を活性化し、心身共にたくましい
人が育つ。

・部活動の加入率が８0%以上、部活
動稼働率が８０％以上ならばＡ。
・保護者「本校は部活動が活発であ
る」等アンケート集約結果が全体の８
０％以上ならＡ。

・部活動加入調査を実施して、加入状況の把握に努
め、部活動加入率の向上を図る。
・生徒の積極性を涵養し、社会に参画する態度を養
い、社会人としての素養を身につける。

・年度当初の部活動加入率は86%。

・事前の活動計画に沿って計画的に行っ
た。

・中止になった大会が多く、活動成果を記
録として残せなかった。

･遅刻指導の対象となる生徒は１学期末
時点ではいなかった。

･おおむね生徒は挨拶を率先して行ってい
る。

・規律やマナーに欠ける生徒も見られる。

B

・今後も、アンケート調査等を活用
し、気になる生徒には早期に対応
する。また、必要であれば保護者と
連携して、落ち着いた生活を実現
する。

・引き続き、学年集会やクラス指導
を行い、規律やマナーの向上を促
す。

（２）時間や規律を
守る生徒の育成

・保護者・生徒会と
連携して、遅刻指
導を行っている。

・各室への入退出
の挨拶が適切にで
きるようになってい
る。

・保護者との連携を密にして、生徒の遅刻発生数が減
少する。

・生徒自ら挨拶ができ、言葉遣いなどマナーが向上す
る。

・２学期までの遅刻合計１回以下の
生徒が８0%以上ならばＡ。

・教職員「生徒の挨拶は良い」「生徒
の言葉遣いは良い」等アンケートの
集約結果が全体の８０％以上ならば
Ａ。

・遅刻の多い生徒への家庭連絡を徹底し、基本的生
活習慣の徹底を図る。

・様々な機会を捉えて挨拶の習慣化を図る。

・生徒「自分のエチケット・マナーが向
上した」　　保護者「本校はルールや
マナーを守らせる指導が適切に行わ
れている」等アンケート集約結果が全
体の８0%以上ならばＡ。

・規律ある工業人の育成を目指し、自覚やマナーの向
上を図る。

・進路意識を常に持たせ、頭髪服装指導等を活用し、
規律ある生活が送れるようにする。

・頭髪服装指導で指導を受ける生徒が減
少してきた。

・年度始めの臨時休校等により、各種オリ
エンテーションが実施できず、規律の徹底
が不十分。

・スマートホンやＳＮＳの使用の在り方に
ついて、一部にモラルに欠ける生徒がい
る。

B

・ものづくりに係わる安全及び自律
した社会人としての観点から頭髪
や服装を含めたマナーの向上を引
き続き指導する。
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目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策

１　工業高校
生らしいエチ
ケット・マナー
と心身の健全
な育成
 

 


（１）生徒指導の徹
底

・生徒指導の成果
が出てきており、学
校が全体として落ち
着いている。

・職員全体が一致協力し、組織的に生徒への指導を行
い、生徒の規範意識が向上する。
・保護者の理解も求め、頭髪服装指導で指導を受ける
生徒が減少する。

ミッション 地域社会・産業界に貢献する人材の育成

今年度の学校重点目標

１ 工業高校生らしいエチケット・マナーと心身の健全な育成
２ キャリア教育の充実と学力向上による進路実現
３ 新しい時代を創造し活躍できる工業人の育成
４ 開かれた学校づくり
５ 学校業務改善の取組

目指す生徒像
自主自律の精神を持ち、

他者を思いやる創造力豊かな工業人



評価項目 評価の具体項目 現状 評価基準 経過・達成状況 評価 改善方策

（１）ものづくり人材
育成事業の充実・
発展

・各種ものづくりコン
テスト・各種大会な
どに参加し、成果を
上げている。

生徒「自分は実習を通じて、技術・技
能が身についた」等アンケート集約結
果が全体の８0%以上ならばＡ

・保護者「本校は将来にわたって役立
つ教育が行われている。」等アンケー
ト集約結果が全体の８０％以上なら
ばＡ。

・ものづくりに対する意識を向上させながら、ものづくり
コンテストへの参加を推奨し、上位入賞を目指す。

・ものづくりの楽しさを経験し、興味関心を深め、技術・
技能の更なる向上を図りながら、将来の産業界の人
材育成につなげる。

・本年度のものづくりコンテストは中止と
なったため、取組の成果を記録に残せな
かった。

・次年度の中国大会出場に向け練習を開
始した。

・専門以外の教科においても、ものづくり
に関連する取組の意欲は高い。

B
・身に付けた技能を衰えさせないた
めにも継続して練習を行う。

（２）中学校などの
異校種との交流・連
携

・中学生や教員・保
護者へ学校公開や
体験学習を通して
本校教育について
の理解が深まって
いる。

・教職員「中体験・学校公開等を通し
て、中学校や保護者へ本校の内容を
概ね伝えることができた。」等アン
ケート集約結果が全体の８0%以上な
らばＡ。

･中学生体験学習はコロナウイルス感染
症の影響で中止。

・学校見学会は例年より多くの参加者申
込あり。

・保育園、小中学校との連携は現在未実
施。

・コロナ禍における避難訓練を啓成小学
校と合同で１１月に実施予定。

B
・リモート交流や手作りおもちゃの
寄贈等を検討。

（２）長時間勤務者
の解消

・休養日などを設定
した各部の活動方
針が徹底されてい
ない。

・部活動に係る時間外業務８０時間
以上勤務者の解消ならばA。

・部活動の実施時間に関する規定が定め
られ、また、コロナウイルス感染症による
臨時休校等によって削減目標値を達成し
ている。

・一部にはまだ時間外業務が多い職員が
いる。

B

･今後も継続して部活動の計画的
な実施を行う。

・資料の共有化等、時間外業務を
削減する具体的な方法を検討。

評価基準

アンケート結果によるもの Ａ　８０％以上

（部活動関係も準ずる） Ｂ　７０％以上～８０％未満

Ｃ　６０％以上～７０％未満

Ｄ　５０％以上～６０％未満

Ｅ　５０％未満

・休養日、活動時間を設定した活動方針の全部活動へ
の徹底。

・管理職員による各部の休養日、活動時間の把握、遵
守の働きかけ。

・コロナウイルス感染症の影響により、出
張や行事が減少したが、コロナウイルス
感染症への新しい対応業務が増えた。

C
･コロナウイルス感染症への対応を
参考に、本当に必要な取組を見直
してみる。

５　学校業務
改善の取組

（１）学校業務の効
率化推進

・業務準備等によっ
て、勤務時間の長
大化につながって
いる。

・優先順位の低いものについて１つ以上の業務削減。 ・月当たりの時間外業務を平成２９年
度比で１５％削減ならばA。

・行事や校務分掌を一覧化、優先順位の洗い出し。
・業務準備等に過剰なものがないかの点検。

・コロナウイルス感染症に関する情報発
信が主となった。

・大会や検定試験が中止となり、発信する
情報が少なかった。

・PTA活動を発信できた。

・リモート授業の様子を県教委のYoutube
で公開。

B

・課題研究の取組や日常生活につ
いての情報を発信し、本校の日常
をアピールすることを検討。

・部活動の取組や大会結果を積極
的に発信する。

・様々な異校種連携を通して、中学校や地域社会の工
業教育についての理解が深まる。

・出前授業等を行うことによって、中学生・小学生に本
校の教育内容への理解が進む。

・中学生体験学習や学校説明会で、ものづくり教育に
ついての理解を深めるよう内容を充実させる。

・出前授業や高大連携等の機会を捉え、工業高校に
対する理解を深める。

（３）本校の教育活
動の発信

・学校から積極的な
情報発信を行い、
学校理解を進めて
いる。

・ホームページ、まちこみメール、マスメディア等を通じ、
学校情報の発信をタイムリーに行う。

・保護者「家庭への連絡がきめ細かく
行われた」等アンケート集約結果が
全体の８０％以上ならばＡ。

・ホームページの内容を定期的に更新するなど、積極
的な情報発信に努める。

・メール配信をこまめに行うことで、保護者へ情報を迅
速に伝える。

A
・今後も地域の課題を見つけて地
域に貢献していく。

４　開かれた
学校づくり

（１）地域社会への
貢献

・地域貢献活動を
各科が積極的に
行っている。

・工業の実習で培った技術と成果を地域に還元する。

・教職員「ものづくりに関して、近隣地
域と連携して概ね成果が上がった」
等アンケート集約結果が全体の８0%
以上ならばＡ。

・地域に根ざした工業高校として、地域貢献活動に積
極的に取り組む。

・公的施設への白線引きやゴミストッ
カー、ベンチ、足踏み式自動消毒装置等
製作品の寄贈による地域貢献を実施。

B
・５Ｓの個々の内容を説明できるよ
う指導し、５Ｓの取組を深める。

（３）５S（整理 整頓
清掃 清潔 しつけ）
と安全教育の徹底

・実習時に５Ｓと安
全教育を連動させ
て指導している。

・５Ｓや安全に留意できる人材が育つ。

・５Ｓの指導、安全教育、環境教育、社会規範の指導を
連動して指導する。

・生徒「５Ｓの習慣が身についた」等ア
ンケート集約結果が全体の８0%以上
ならばＡ。

・教職員「安全教育について概ね徹
底できた。」等アンケート集約結果が
全体の８０％以上ならばＡ。

・各教科の特性に合った５Ｓの取り組みを徹底して行
う。

・実習や座学を通して、安全教育を徹底し、安全に対
する意識を日頃より高める。

・各実習室の使用状況は良い。

・ゴミの減量化を実践できている。

・コロナウイルス感染症対策として校内の
複数箇所に消毒液を設置した。

･資格取得に意欲的に取り組む生徒は増
加傾向にあるが、多くの試験が中止となっ
た。

・環境エネルギー科では、第２種電気工事
士に２年生全員が挑戦した。

B
･資格試験の実施時期を考えなが
ら受験計画を再考する。

目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策

３　新しい時
代を創造し活
躍できる工業
人の育成

・高校生ものづくりコンテストなどへの参加を奨励し、上
位へ入賞する。

・各種大会への出場を目指す課題研究等の活動を支援
することで、生徒が高度な技術へ積極的に取り組む。

（２）専門的資格取
得の推進と「課題研
究」の充実

・令和元年度ジュニ
アマイスター取得者
実人数は４１名で
あった。

・ジュニアマイスター取得者が増加する。

・各科で資格取得意欲を喚起し、補習参加率が向上す
る。

・実人数２５名以上の生徒がジュニア
マイスターを取得すればＡ。

・資格取得を推進し、生徒や産業界の要請に応える。

・資格取得の推進に向け、補習や社会人講師の充実
を図る。
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